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１.　はじめに
　少子化や、核家族化などが広がる社会背景の中で、家庭の教育力の低下などが指摘
され、情報化、価値観の多様化などにより、家庭においても子育てに迷う保護者も多
いという現状がとらえられている。そのような中で、幼稚園教育においては、平成４
年に、文部省より『家庭と連携を図るために』という幼稚園教育指導資料が示され、
幼稚園と家庭とが連携して相互の教育機能を高め合いながら、幼児の発達を促して
いくということの大切さが示された。その後、平成 20 年告示の幼稚園教育要領では、
第２「教育課程の編成」の中に「幼稚園は、家庭との連携を図りながら、この章の第
１に示す幼稚園教育の基本に基づいて展開される幼稚園生活を通して、生きる力の基
礎を育成するように学校教育法第 23 条に規定する幼稚園教育の目標の達成に努めな
ければならない」と示され、幼児期における生きる力の育成においても、家庭との連
携が重要であることが示された。そして平成 29 年度告示の幼稚園教育要領において
は、総則第６の「幼稚園運営上の留意事項」の２に、「幼児の生活は、家庭を基盤と
して地域社会を通じて次第に広がりをもつものであることに留意し、家庭との連携を
十分に図るなど、幼稚園における生活が、家庭や地域社会と連続性を保ちつつ展開さ
れるようにするものとする。（中略） また、家庭との連携にあたっては、保護者との
情報交換の機会を設けたり、保護者と幼児との活動の機会を設けたりすることを通じ
て、保護者の幼児期に関する理解が深まるように配慮するものとする」と、より具体
的に示されている。このように、幼稚園において、一人一人の幼児が、遊びや生活の
中で自己発揮しながら、生きる力の基礎を育んでいけるようになるためには、家庭・
保護者と連携を深めていくことが重要である。
　実際の幼稚園における、家庭・保護者とのかかわりということでは、幼稚園は、幼
児の通園における送迎を保護者が行っており、教員と保護者がかかわる機会も多い。
幼稚園教育要領において「家庭との連携」の重要さが示され、推進されていく中で、
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幼稚園においては、行事への保護者の参加の仕方や保護者会・懇談会の持ち方を工夫
したり、幼稚園教育への理解を深めてもらえるようにと、保育における保護者の「保
育参加」という方法を増やしていった園も多くある。そのように一人一人の幼児の成
長に関して、教師と保護者が共に育てるという視点をもって連携を深めていくことが
必要である。また連携の重要さということについて、著者は、公立幼稚園の教諭とし
て長い期間幼稚園教育に携わってきた。その中で、幼稚園教育現場においては、保育
における幼児への指導力とその実践が重要であるとともに、家庭・保護者と連携を深
めていくことにより、幼児のさらなる成長が促されていくということを様々な体験の
中で強く実感した。連携の方法ということでは様々あるが、例えば保育における保護
者の「保育参加」においては、幼児と保護者が一緒に楽しく遊びを経験していく中で、
幼児の成長をありのまま受け止め、喜びや楽しさを感じて、親子で育ち合う姿や変容
に感動を覚えたことなどもあった。しかし一方で、保護者への対応の中で、教師の伝
えたい意図がうまく伝わらなかったり、保護者に納得してもらえず、関係が悪くなっ
てしまい、連携がうまくいかないような例も多々見てきた。そのようなことを考えた
時、幼稚園教諭にとっては、保育における指導力・実践力に加え、家庭・保護者と連
携していく力も必要であることを強く感じる。それは幼児への指導としての保育実践
における専門性とともに、幼児の成長についての理解が深まるようなかかわり、連
携の仕方などにおける力でもあると言える。それ故、教師は、一人一人の幼児の姿・
成長・変化を日々細かくとらえ、保護者との共通理解や信頼関係を深め、幼児の成長
を共に喜び合える関係を築いていくことが大切である。そしてそれは、教師として家
庭・保護者との連携における方法を身に付けるということだけでなく、一人一人の幼
児の成長・幸せを願う、幼児への愛情、教師としての使命感、多様な価値観をもつ保
護者と対応していくことができるという教師自身の豊かな人間性・対話力・対応力な
どを磨いていくことでもあると考える。
　幼児教育機関における家庭との連携において、北野 （2017） は、「家庭との連携に
関する保育者の専門性」に関する研究の中で、保育者養成段階においても、そのよう
な専門性に関する学びの必要性について示している。幼稚園教諭を目指す学生が、幼
稚園に就職した時に、幼稚園教諭としての力を発揮していけるようになるためにも、
幼稚園教諭養成課程において、幼稚園教諭の役割とその重要性を強く認識し、家庭・
保護者と連携を深めていく大切さを学ぶとともに、実践への心構えや必要な力を身に
付けていくことが必要であると考える。
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２.　研究の目的
　では、幼稚園教諭養成課程において、学生が「幼稚園における家庭との連携」につ
いて学ぶ機会ということを考えた時、平成 25 年度より、文部科学省では、教員の免
許取得において、新しく「教職実践演習」の授業科目を教職課程の中の必須科目とし
た。その背景としては、平成 18 年の中央教育審議会答申において、「教育課程の質的
水準向上」という点が示されたということがある。「教職実践演習」科目の導入にお
いては、学生が卒業後教職生活を円滑にスタートできるようにとの期待も込められて
いる。文部科学省では、教職実践演習の授業の内容の中に含めていくものとして、次
の「教員として求められる４つの事項」を示している。1. 使命感や責任感、教育的愛
情等に関する事項、2. 社会性や対人関係能力に関する事項、3. 幼児児童生徒理解や
学級経営等に関する事項、4. 教科・保育内容等の指導力に関する事項である。
　創価大学教育学部・通信教育部においても、平成 25 年度より、幼稚園教諭養成課
程における４年次の後期に、教職実践演習の授業を行っている。授業における 15 コ
マの内容は、
・授業の概要と学生の自己シート作成で１コマ
・教育者としての使命と幼稚園教諭としての役割について２コマ
・学級経営・学級経営案の作成等について１コマ
・幼児理解・幼児の発達に応じた指導の内容について２コマ
・幼稚園の行事における指導・生活安全に関する内容について２コマ
・指導計画と模擬保育における指導法・教材の検討について３コマ
・家庭との連携・保護者への対応・人権教育に関する内容について２コマ
・小学校・他機関との連携・教育現場での実践事例・指導などに関する内容につ
いて２コマである。
　著者は、平成 26 年度より授業を担当しているが、「家庭との連携・保護者への対
応」についての授業において、授業の開始時に、学生より「幼稚園に勤務する上で、
保護者との対応が心配です」などの声が、よく聞こえてきていた。しかし先にも述べ
たように、幼稚園教育現場において、「家庭・保護者との連携」について、力をつけ
ていくことは、重要である。そして学生自身が、幼稚園教諭の役割とその重要性を強
く意識し、家庭・保護者と連携し、対応していく大切さを学び、そのような力を培っ
ていくことが必要である。
　各大学において、教職実践演習の取り組みの内容については、実践が徐々に示され
てきているが、「家庭との連携」に関する学生の学びについての研究は、まだほとん
ど示されていない。
　そこで、本研究では教職実践演習の授業・演習の中での「幼稚園における家庭との
連携」に関する学生の理解と意識に関する実態をとらえ、授業における学生への指導
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と、その中での学生自身の学びに着目し、研究を進めていくことにした。
３.　研究方法
(1)　幼稚園教諭養成課程における、教職実践演習の授業受講前の学生の「幼稚園にお
ける家庭との連携」に関する意識・理解についての実態をとらえる
①対象－・平成 29 年度後期に、幼稚園教諭養成課程の教職実践演習の授業を受講
した教育学部生 31 名・通信教育部生 10 名
②方法－・教職実践演習の内容「家庭との連携」の２コマ受講前に、質問紙調査を
行う。質問紙については、研究の主旨を伝え、無記名であることも伝え
行う。
・質問紙の分析・考察を行う
(2)　平成 26 年度から 29 年度までの教職実践演習の受講者、学部生と通信教育部生の
学生の学びについてとらえる。
①対象－・平成 29 年度後期教職実践演習の授業受講者・教育学部生 31 名、通信教
育部生 10 名
・平成 26 年度～ 28 年度の授業受講生・学部生 63 名、通信教育部生 42 名。
②方法－・教職実践演習授業終了後に、学生が記す振り返りシート （記述式） の内
容から、授業における学生の学びについて分析・考察する。（平成 29 年
度受講者の学生には、本研究のことについて説明し、振り返りシートに
も記した内容を研究の上で取り上げることがあることを示し、口頭でも
伝える。）
４．研究内容
(1)　幼稚園教諭養成課程における、教職実践演習の授業受講前の学生の「幼稚園にお
ける家庭との連携」に関する意識・理解についての実態をとらえる。
　今回平成 29 年度の授業においては、授業前の学生の「幼稚園における家庭と
の連携」への意識・理解度について、詳しい実態をとらえることとした。「幼稚
園における家庭との連携」それにともなう「保護者への対応」について、学生の
意識と理解の状況をとらえるために、質問紙を作成し、授業受講前に、質問紙調
査を行った。
①質問紙の内容については、実習を終えた学生が、「幼稚園における家庭との連
携」に関して、どのように意識し、どの程度内容についての理解をしているかな
どを検討し、項目に○をつける方法と記述式の２種類の方法で行った。
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資料１　幼稚園における「家庭（保護者）との連携」（質問紙回答者数―41名）
質　　　　問 回　　　答 回答者数
問１. 今まで、実習において、また
は、ボランティアやインター
ンシップなどで、保育者が
保護者と話をしていた場面
を見たことがありますか？
（○をつけてください。）
あ　　　る 41名
な　　　　い 0名
問２. 今まで、実習やボランティ
ア・インターンシップ・保
育に関する仕事などで、あ
なた自身が、実際に園児の
保護者と話をした経験があ
りますか？
　　（○をつけてください）
あ　　　　る 39名
な　　　　い 2名
問３. 幼稚園において、家庭（保
護者）と連携していくの
は、何のためだと思います
か？
　　（記述・複数回答可）
子どものより良い成長・発達のため 15名
子どもの情報を共有するため 13名
より良い保育の展開のため 6名
子ども理解のため 6名
家庭状況の把握のため 8名
一緒に子育てを進めるため 6名
問題の早期発見・対応のため 3名
保護者の不安を減らすため 5名
保護者との信頼関係を深めるため 3名
問４. 幼稚園における「家庭（保
護者）との連携」というこ
とについて、あなたは、今
どのように思っています
か？
　　（○を付けてください）
重　要 38名
や　や　重　要 0名
必　要 2名
普　通 0名
あまり重要ではない 0名
（無回答） 1名
問５. 幼稚園で幼稚園教諭が各家
庭（保護者）と連携してい
くためには、具体的に、ど
のような方法があると思い
ますか。
　　（記述・複数回答可）
連絡帳 24名
登降園時 23名
個人面談 17名
電　話 16名
おたより（園だより・クラスだより） 14名
家庭訪問 10名
保護者会 9名
懇談会（園全体・学級） 7名
行事の時 8名
参観（公開保育） 8名
手紙 7名
掲示板 1名
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質　　　　問 回　　　答 回答者数
問６. あなたが学級担任になった
としたら、保護者に伝える
ことや、保護者と話をして
いくことの内容として、ど
のようなことがあると思い
ますか？　考えられること
に○をつけてください。
　　（複数回答可）
保育における連絡事項 37名
幼児の成長に関すること 41名
保護者からの質問 38名
保育中の幼児のけが 41名
保護者からの要望 36名
子育てに関する悩み 38名
幼児同士のけんかのこと 36名
保育中の事故 40名
保護者からのクレーム 33名
その他＜　　　　　　　　　　　＞
問７. 家庭（保護者）と連携する
ためには、子どもの保護者
と話をしたり、書面にして
連絡を伝えたり（だより・
連絡帳など）していくこと
などが必要となります。あ
なたが幼稚園教諭になった
時に、保護者とかかわって
いくことについて、今、ど
のように感じていますか？
　　（○を付けてください）
楽しみである 6名
自信がある 0名
何とかできると思う 6名
自信がない 12名
不安である 13名
（無回答） 1名
問８.「家庭との連携」に関する
内容の授業の中で、特に
知りたいことは、あります
か？
　　「ある」と答えた人は、ど
んなことですか。
　　　（記述）
あ　る
家庭との連携で大切にすべきこと 2名
家庭との連携の方法・注意点など 4名
連携することの内容 2名
保護者への対応の仕方・心がまえ 4名
保護者への内容の伝え方 4名
保護者からのクレームへの対応 4名
保護者からの要望への対応 3名
保護者からの相談に関する対応 2名
保護者との信頼の取り方 2名
様々な園での具体的な事例 2名
保護者に安心してもらえる対応の仕方 1名
親の心理 1名
実際に幼稚園教諭が体験すること 1名
保育者として言ってはいけないことなどに
ついて 1名
保護者との距離間について 2名
連絡帳の書き方 1名
管理職への相談・連携の仕方 1名
新任１年目に配慮すべきこと 1名
な　い 12名
－ 313 －
創価大学教育学論集　第 70 号：清水
質　　　　問 回　　　答 回答者数
問９. 保護者と対応する上で、今
の自分の課題は、あります
か。
　　「ある」と答えた人は、ど
のようなことが課題です
か。
　　（記述）
あ　る
コミュニケーションの取り方 5名
言葉遣い 5名
保護者への伝え方 6名
保護者の要望に応える力 2名
失礼のない話し方・かかわり方 1名
適切な対応の仕方 2名
保護者に納得を得られる話し方 1名
短時間で話すこと、聞くことができるよう
になること 1名
相談されたことへの応答 1名
保護者との距離間を知ること 1名
広い視野をもつこと 1名
幼児の発達・実態をとらえる力 2名
多様な社会の仕組みの知識不足 2名
課題がないことが課題 2名
な　い 2名
問10. 保護者と対応する上で、特
に身につけたいと思う力
は、ありますか。
　　（記述）
コミュニケーション力 8名
誠実に対応していく精神力 1名
対応力 5名
保護者の気持ちに添う姿勢 2名
連絡内容を丁寧な字で書くこと 1名
保護者の気持ちを理解すること 1名
正しい言葉遣い・敬語を話す力 4名
保育における専門性 2名
情報処理や伝達の力 2名
保護者への振る舞い 2名
日々の保育活動を言葉で伝える力 5名
保護者の話を聞く力 3名
保護者と緊張せずに話せる力 1名
保護者に的確にアドバイスする力 2名
どんなことにも対応できる人間性 1名
丁寧さと迅速さ 1名
自分の意見を伝える力 2名
保護者からのクレームに対応する力 1名
保護者から信頼される力 1名
②質問紙の分析結果についての分析・考察
・問１の質問については、全員「ある」と回答しており、問２の質問についても、
多くの学生が園児の保護者と話をした経験があった。これは、授業対象の学生
が幼稚園実習を経験・終了しており、インターンシップやボランティアなどを
経験している学生も多いことからであると思われる。しかし、実習やインター
ンシップにおける学生の立場として保護者とのかかわりは、挨拶程度であると
思われる。
・問３と問４は、「幼稚園における家庭 （保護者） との連携」の目的に関する理解
－ 314 －
幼稚園教諭養成課程における「家庭との連携」に関する研究
と意識についての問いであるが、目的については、今までの学びや、実習など
における体験から、自分の考えとしてもとらえている学生は多く、重要性につ
いても理解している学生がほとんどであった。
・問５では、幼稚園で幼稚園教諭が各家庭（保護者）と連携していくための具体
的な方法について、記述式での回答を求めた。方法を多数知っている学生と、
そうでない学生とに分かれていた。また問６では、もし自分が担任になった場
合を想定し、保護者と連携・話をしていくことの内容として、どのようなこと
があるかという問いで、これについては、学生がイメージして、すぐに回答
できるように、様々な内容を示し、○を付けられるようにしたが、多くの学生
が、幼稚園現場で、教諭として保護者と話すであろう内容について、項目を見
て、イメージできたようで、連携の内容についても、よく理解し、予測できて
いるということがとらえられた。
・問７では、学生が今後就職し、幼稚園教諭となった時に、保護者とかかわって
いくことについて、今、どのように感じているかということに関する問いであ
るが、ここでは、楽しみであるという学生が 12 名で、「自信がない」「不安であ
る」という学生は、合わせて 25 人で６割を超えており、不安をもっている学生
が大変に多いという実態がとらえられた。それは、子どものことで保護者と深
く話をするなどの経験がほとんどないことからと思われる。
・問８は、「家庭との連携」について、授業の中で学んでおきたいことについてで
あるが、「保護者からのクレームへの対応」や「保護者からの要望への対応」な
ど、保護者との対応について意識しており、具体的にどのように対応していい
のかということについての関心が多くあるようであり、そのことについて知り
たいという学生が比較的多いことがとらえられた。
・問９は、保護者と対応する上での自身の課題についてであるが、年齢・経験も
違うであろう保護者と対応するということから、想像して、自信のないこと、
自分に足らない面などをとらえ、示されていると思われる。そのため対人関係
に関する内容が多い。これから幼稚園教諭免許を取得し、教育現場に就職する
ということを意識し、自身の課題をとらえている学生は多かったと思われる。
しかし保護者と対応するという経験がほとんどないため、まだ、はっきりとし
た課題ということがとらえられていない学生も数名いた。
・問 10 は、今後、身に付けておきたい力であるが、問９で考えた自身の課題から、
身に付けておきたい力としてとらえている学生が多いと思われる。幼稚園教育
現場で、保護者と対応する場合、このような力が必要だろうというイメージは
もっている学生は比較的多かった。しかし保護者への対応における内容という
よりは、かかわりの方法・振る舞い方についての内容が多いと思われる。
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(2)　教職実践演習の「家庭との連携」に関する授業の取り組みと、平成 26 年度から
平成 29 年度までの授業における学生の学びについてとらえる。
　平成 29 年度後期の教職実践演習の「家庭との連携」に関する授業においては、
それまでの授業を振り返り、内容として、実践事例について一部増やしたが、そ
れ以外は、それまでの内容と同じ内容で進めた。
①教職実践演習における「家庭との連携」に関する授業の取り組み
○ 授業数と授業の組み方
・教職実践演習の授業の後半における２コマ
・学部生は、毎週１コマのため、２コマ目は１週間後に行った。
・通信教育部生は、スクーリング授業のため２コマ続けて行った。
○ 教職実践演習の「家庭との連携」の内容と方法
・１コマ目の授業
■「幼稚園における家庭との連携・方法 ―学級だよりの活用―」
・ 幼稚園における「家庭との連携」ということの重要性と内容や様々な
方法について示すとともに、家庭との連携を進めたことにより幼児
の成長や保護者の変容が見られた実践事例について示していく。ま
た連携の方法の一つである、「学級だより」についてその主旨を伝え、
学級担任になったつもり・意識をもち、学級だよりの一部分（だよ
りの題名を考え、新学期の幼児の姿・担任の紹介などを示す）を作
成していくという実際の体験をする。
１）講義「幼稚園における家庭との連携について」
○ 幼稚園における家庭との連携の重要さについて学ぶ。
○ 連携における様々な方法について知る。
・送迎時の連絡・保護者会・個人面談・懇談会・行事の中での連携
・連絡帳・たより（園だより・学級だより）・保育参観・保育参加
・電話等
２）講義「連携を通して幼児・保護者の成長につなげた事例について」
・連携を密にしたことで、幼児の成長につながった実践事例（講師の
体験）
・連携を深め、保育を展開したことで、保護者の変容が見られ、幼児
たちの成長につながった実践事例（講師の体験）
３）講義「学級だよりの活用について」（具体的な学級だよりの例から）  
４）実践・演習「学級だよりの一部分を作成する」（４月第１号）
・講師より、学級だよりを作成する上での大切にすべきことや配慮す
べきこと、書き方、注意事項などについて、説明する。
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※作成した学級だよりの一部分については、授業終了時に提出。講師の
方で、内容・言葉の使い方・表現の仕方、自己紹介で適してない内容
などについて訂正を加え、２コマ目の始めに、助言も添えて、それぞ
れの学生に返却。
・２コマ目の授業
■「家庭との連携・保護者への対応・人権に関する教育について・実践演習」
　幼稚園における連携の中で、幼児の遊び・生活に関する内容を保護
者に伝えるということについて事例を通して実際に行う。教師と保護
者役となって、ロールプレーイングを行い両方の立場を経験する。そ
の中で、保護者の気持ちを感じながら、担任としては、保護者にどの
ように内容を伝えていけばよいのかなどを考えていく。
１）事例について、ロールプレーイングを行う
○ ロールプレーイングの方法
・事例を説明し、それを受けて２人１組で、保育者と保護者という
役について、役を分担し、ロールプレーイングを行う。役を交代
し、行う。
・２人で行った会話を代表のグループ（２～３グループ）が順番に
再現する。
□事例１（内容）４歳児・７月
・母親より「砂場では、遊ばないで！」と言われたという幼児の保
護者との対応について
□事例２（内容）４歳・４月末
・クラスの保護者より、「昨日、夜に子供がなきだしたのです。押さ
れた、いじめられた」と言ってきた保護者への対応について。
２）講師から、聞いていた学生にも考えさせながら、ペアグループが再
現した会話について、話し方・伝え方などに関して、気づいたこと、
配慮すべきこと、注意すべきことなどについて、講評も含め説明し
ていく。
３）ロールプレーイングを体験してみて感じたことを、学生が発表する。
４）「人権に関する教育」について、重視すべきことについて、保育の
中における幼児への指導と、家庭との連携における内容の中で、大
切にすべきことについて、具体的な例を交え伝える。
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②教職実践演習の「家庭との連携」に関する授業の終了後に学生が記述した振り返
りシート（記述式）の分析結果
○授業を受講した対象者
・ 平成 26 年度から 29 年度までの教育学部の学生 94 名
・ 平成 26 年度から 29 年度までの通信教育部学生 52 名
合計 146 名の振り返りシート（記述式）の内容における分析
資料２　家庭との連携の重要さと方法　　　　＜回答者数146名＞
項　　　　　　　　目 回答者数
・家庭との連携が幼児の成長にとって重要であることについて改めて深め、具
体的な様々な方法・手段を学べた。 40名
・保護者との信頼関係が大事であり、日々の積み重ねが大事だと思った。 58名
・保護者の気持ちや状況を大切にしていける教師になりたいと思った。 49名
・連携において、日々の保育の中での幼児の姿・変容をしっかりとらえておく
ことが大事だと思った。 34名
・誠実で、謙虚、丁寧な保護者へのかかわりが大事であると思った。 30名
・日々の幼児の姿や変容をとらえておくために、記録をしておくことが大切だ
と思った。 18名
・実践事例・体験を聞いて、子どもと共に、保護者を大切にできる教師になる
努力をしたいと思った。 15名
その他
・幼児が自己発揮するためには、家庭との連携は大切であると思った。
・幼稚園の職員全体で、連携に取り組む大切さを感じた。
・学級の保護者をまとめていくのも教師の仕事だと思った。
・幼児の成長の喜びを保護者と共有していける保育者になりたい。
資料３　１コマ目　学級だよりの活用（学級だよりの作成）
項　　　　　　　　目 回答者数
・学級だよりは、教師から保護者へ幼児の成長の様子を伝える手段としても重
要であると思った。 49名
・書く内容をよく考え、言葉遣いにも気をつけて書くというのは大切だと思った。 52名
・幼児の成長や教師の思い・伝えたいことなどが伝わりやすいように文章や表
現にしていくことが大切だと知った。 42名
・学級だより作成には、保護者に読んでもらえるような工夫が必要だと思った。 49名
・幼児の姿を思い浮かべたり、読む側の視点をもちながら、書いていくのは楽
しかった。これからも挑戦していきたい。 24名
・学級だよりについては、何を書くか、どのように書くと良いかなどを、もっ
と学んでおきたいと思った。 21名
・学級だより作成には、日々の幼児の姿・成長をしっかりとらえて、示してい
けるようにすることが必要だと思った。 6名
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その他
・学級だよりと園だよりの違いを知った。
・学級だよりというのはどのような物か、内容の説明を聞き、実際の一部
分を作成してみて、イメージがもてた。
・幼稚園教諭の担任になった意識をもって、取り組む経験ができた。
・保護者との関係を築くためにも、学級だよりを生かしていきたい。
・学級だよりを、心をこめて作成していきたい。
資料４　２コマ目　保護者への対応　　（ロールプレーイング）
項　　　　　　　　目 回答者数
・教師の保護者への言葉遣い・言動は大切であり、気を付けていく必要がある
ことを学んだ。 34名
・保護者に、安心してもらえるように話すことは大事だと思った。しかし思っ
ていたより難しいと感じた。 42名
・保護者の気持ちをくみ取りながら、話を聞くことが大切だと思った。 31名
・保護者とどのように対応し、どのようなことを気を付けたら良いのかなどを
学べて良かった。 28名
・保護者にどこまで伝えたら良いのかなど、よく考えて話すことが大事だと思
った。 25名
・保護者が納得してもらえるような丁寧な伝え方をしていくことが大切だと思
った。 23名
・ロールプレーイングを通して、教師と保護者のそれぞれの立場の思いを意識
して、実践できたことにより、気づくことが多かった。 18名
・他の学生のロールプレーイングを見て、保護者への伝え方について、気づき
や、考えさせられる点などがあった。 10名
・事例から、素早い対応が必要な時があるということを知った。 5名
・保護者への対応は、慎重であるべきでもあると感じた 3名
③実際の演習終了後に学生が記述した振り返りシート（記述）の分析・考察
○幼稚園の家庭・保護者との連携における具体的な実践事例を実際に聞いたことに
より、幼児の成長にとって、家庭・保護者と連携していくことの大切さを確認し
たとともに、保護者とのかかわりにおける意識が変わっていった学生も多かった
ようである。例えば、保護者へのかかわりについて、不安な思いをもったり、自
信がないと思っていた学生も、実践事例を聞き、家庭との連携が深まることによ
り、より良い保育の展開が行われていくことなどを知り、気持ちが前向きになり、
努力して取り組んでいこうという意識をもったり、保護者の気持ちを考えていけ
る自分になろうという意識へと変わっていった学生も多くとらえられた。
○学生は、学級だよりの一部分を、学生自身が作成するという体験をした。その
ことにより、学級だよりに実際に書く内容や言葉を考えたりしていく中で、幼稚
園教諭・学級担任になるという意識を、実感として感じた学生は、多かったよう
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である。しかし学級だより作成の中では、どのようなことを伝えたら良いのかを
考えたり、伝えるべきことを実際に文章にしていくことの難しさを感じた学生や、
保育の内容を表現していくことへの楽しさを感じた学生など、いろいろな思いを
持ったようである。そして学級だよりの連携の目的を果たすためにも、日々の保
育の中での幼児の成長をとらえていく大切さを感じた学生が多かった。
○作成した学級だよりの一部については、内容・言葉の使い方・表現の仕方などの
中で話し言葉のように表現していた学生や、担任の自己紹介などで、適しない内
容などがあったので、講師は、それぞれにも伝え、気づかせていった。伝えた反
応からは、素直に受け止め、気をつけていこうという表情を示していた学生が多
かった。また振り返りシートにも、そのような内容が多く示されていた。またそ
のような体験の中で、特に自身の課題が明確になった学生においては、具体的に、
就職するまでに、「学級だよりの書き方をもっと学びたい」「書くことに慣れてお
きたい」等、身に付けておきたい内容がより明確になった学生も多かったことが
とらえられた。
○学生は、事例におけるロールプレーイングの演習を通して、担任としての立場
で、また保護者としての立場で、幼児のことについて話していくという体験をし
た。そのことにより、担任になったならばこのように実践していくのだという意
識が深まった学生は多かったようである。しかし、幼児のことで、保護者と話す
ということについては、緊張して、とにかく保護者に内容を伝えようとの思いが
強かった、という学生や、保護者に保育中の幼児に関する内容を話していくこと
が思っていたより難しいものだったと感じた学生が多かった。
○また、ロールプレーイングでの会話を、前で再現した学生たちの会話も聞き、講
師から配慮すべきことなどの内容を聞いたことにより、より客観的に保護者への
伝え方、話し方、話す内容についてなどへの意識が深まったり、就職後の自分の
姿を重ねながら、配慮すべきことなどへの意識が強まったりした学生が多かった。
○人権に関する教育については、データーとしては、今回は示さないが、学生の学
びの中では、
・教師自身が、人権への意識をしっかりもつことが大切であると思った。
・幼児が認め合える友達関係となるには、教師が幼児一人一人を尊重していく
ことが大切であるとわかった。
・人権意識をしっかりもった上での教師の行動、幼児へのかかわり、保護者へ
のかかわりが大切であるとわかった。
などが特に多く示されていた。そして家庭との連携の中においては、一つ一つが
つながっていくことを感じた学生も多かったと思われる。
－ 320 －
幼稚園教諭養成課程における「家庭との連携」に関する研究
５．まとめと今後の課題
(1)　演習を通して、日々の家庭・保護者との連携が、幼児の成長につながっていくと
いうことを実感できたり、幼稚園生活における家庭・保護者との連携の重要性
についての理解を深めたりしていくことができた学生が多かったと思われる。
(2)　連携における実践事例を聞いたり、実際に担任となったつもりで学級だよりの一
部を作成してみるという体験をしたことにより、日々の保育の中での幼児の姿・
変容をしっかりとらえておくことや、記録しておくことの大切さなど、家庭と
連携する上で大切にすべきことについての理解が深まった学生が多かった。そ
のことにより、幼稚園教諭となっていくことへの意識・自覚が強まったとともに、
自身の課題や、身につけておくべき力がより明確になった学生も多かった。
(3)　事例におけるロールプレーイングなどの実践を通して、幼稚園における連携の中
で、幼稚園教諭となった場合に、実際に保護者と対応していくということへの
意識が深まった学生が多かったと思われる。そして幼稚園教諭として、自身の
考え方や姿勢・態度・言葉遣いなどを、主観的にも客観的にも意識する経験が
でき、家庭との連携の中で具体的に配慮すべきことやこれから身に付けておく
べき力などについての意識が深まった学生が多かったと思われる。
(4)　幼稚園教諭となって保護者と対応するということにおいては、授業受講前には
「自信がない」「不安である」という意識をもつ学生が多かったが、実践事例を
聞いたり、ロールプレーイングなどの体験を通して、保護者に対する思いや保
護者とかかわる上での意識が変わり、保護者との信頼関係を築くことの大切さ
を感じて、前向きに取り組んでいこうという気持ちをもつことができた学生も
多かったと思われる。
(5)　人権に関する教育についての内容に関しては、幼児への指導とともに、保護者と
の連携の中においても、教師自身が人権への意識をしっかりもち、配慮すべき
ことを意識して実践をしていくことが大切であるということへの理解が深まっ
た学生が多かったと思われる。
(6)　今後の課題としては、教職実践演習の授業の中で、学級経営や行事などの進め方
について学ぶ際にも、家庭との連携について触れてはいたが、それらの内容の
中においても、「家庭との連携」につなげていける内容を増やしていけるように
していきたい。
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Research on Partnership with the Parents in 
Kindergarten Teacher Training Courses
— Focus on Student Learning in Practical Teaching Courses —
Yurika SHIMIZU
Regarding on partnership with the parents in kindergarten teacher training courses for this 
academic level, the purpose of this research is to focus on and elucidate student learning 
in practical teaching courses at the Soka University Faculty of Education and Faculty of 
Correspondence Education. In terms of research methodology, first I gained an understanding 
of the awareness and perception of partnership with the parents in kindergarten among 
students before taking a practical teaching course in these departments at Soka University in 
AY2017. Next, I clarified student learning on this topic through these courses by analyzing 
and considering student reflection sheets following the class that were written from 2014 to 
2017. Results revealed the following: 
•○The students felt the importance of this partnership with the parents in kindergarten in 
terms of it contributing to children’s growth.
• In partnership with the parents, understanding of what is important was deepened, and 
the students’ own issues and abilities that needed development became clear.
• Regarding responses to the parents in this type of partnership, student’s awareness 
deepened on issues such as what they need to be careful of and what they need to 
consider.
• The students strengthened their mental preparedness in practice teaching for 
kindergarten and the students developed an awareness of how to respond to the parents.
